



















 共通テキストとしてラーセン・フリーマンらの The Grammar Book を使用し、毎時間担
当者主導で輪読を行います。文法書の輪読の他にメンバーが共有したい情報があれば会の




（主語はいつでも You？）、「there 構文について」（there 構文の特質を探る）、「前置詞とイ
メージ・スキーマ―英語学習への応用」（認知言語学の考え方を英語学習や英語教育に活か
すには）、「擬音語と擬態語」、「Aktionsart（動作様態）」（語彙的アスペクトや日本語の「‐
テイル」について）、「仮定法」などです。また、The Grammar Book では、「標準英語とは
何か」や「生成文法における言語分析の方法―樹形図を使って」など、多岐に渡る内容を
学び、討論しました。 







国際関係学科 上手 結有希 
































国際関係学科 上手 結有希 










































































 活動は例年通り週  回 L&R7R%D で行いました。今年度は、日系ブラジル人の学生、留学
生、留学から帰国した学生、来年留学する学生など様々なメンバーと一緒に活動すること
ができました。急に留学前の学生が増えた時もすぐに教材が用意でき、目的に応じていろ
いろ活用することもできました。
 高等言語教育研究所に１年間ご支援いただきありがとうございました。
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活動風景 
